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 本 の 的 、 非言語情報を組み込 アバターを用い、双方向型遠隔授業の

試行と て英会話 習を行い、その を 的に するとと に、 の英会話授業

の 的 用法を考察する と る 、 の教 関 、インターネット

を 用 た遠隔授業 コンテン の 行 、 た 教 ・学習 と て

ている 2019 度、日本 学生を対 に、 用型英会話システムを試作 、

を行 て た 本論 、アバターとのコミュニケーション たらす遠隔授業と

ての英会話レッスンについて、その 的 用方法と 能 について考察する  
 

研究  

 会  

小 （2002, p.19）に ると、 の情報の 、情報の と け 「その

にいる」 とを と ていて、 から教 の  “Any time, every moment” 
教 の 会とする考 方 た か 、情報 の 度化 「その にい て

」、 たか その にいるかの 情報の を 能と 、そ を教 に応用 たの

遠隔教 ると ている に情報 の 度化 教 にと ての “Real Place, 
Real Time” を 、 Any time, Any place” の教 を 能にすると ている  

、教 の「 」と「 」の の 能 を る遠隔授業 る 、

遠隔授業に関する に 、その と に つかの 指

ている ・ （2016, p.87）に ると、遠隔授業システムと 、 行 る

（ を する ）と 的に た遠隔 をインターネット する と 、遠隔

にて を 、学 会を けるシステムの と る 、対 の に比 、

遠隔 の に ける 向 る 、 から の理

応 たい の 題 ると ている た、 （2006） 、ビ と

に るコミュニケーション（Video-Mediated Communication） 、一 的に対 コ

ミュニケーションに比 て 、対話 の 題 生 すいと ている 理 と

て 、 の 会的 い と 、 の 的 か 、会話の

、 る と を ている Short・Williams・Christie（1976）に

ると 会的 （Social Presence）と 、 との 作用における の の
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度、 たその 作用の と て る対 関係の の 度と ている た、山

・ （2010）に ると、 の「 会的 」の語 1990 代に 、遠隔教 の

と に用いら た  
 一方、香取・ （2018）に ると、日本 学生とのチ ットを用いた遠隔 のコミュ

ニケーション 、対話 の 会的 会的アイ ンティティー る と

と 、テキスト（ ） ース 対 型 のコミュニケーション 話の

に るケース 報 ている に、対 に か た日本語

語話 の英語使用に るコミュニケーション 、 に るチ ットを ての

コミュニケーションの方 、比較的 に を る と た  
た、Katori（2019） 、日本 学生を と て、CR（Communication Robot）

をタン ム ート ーと け、 3 か 英会話学習を た 、 の に

行 た standardized test に関 て 的 を か た 、会話に使用 た語

、 、 ンテンス に関 て 、 員 3 か の会話 習 に、

の語 、 、 ンテンス を使用 ての会話を行 ていた  
た 的 と て 、 

・CR との会話 習 、 る と い  
・CR と話すと （anxiety）を い  
・CR 情をするの 、本 の会話の たの い  
・CR い  
の を る と た に、CR とのチ ット ード 「 いるの 」 の

を CR にする 、CR 対学生、 インストラクター対学習 とい 対話

の 会的アイ ンティティーから た教 を た とに 、対話

の におけるアイ ンティティー 、そ に 、コミュニケーショ

ンの 化を する に たと考 ら る  
 

 語コミュニケーション  

非言語行 に関する 行 ている 、Wiener & Mehrabian（1968）に

ると、コミュニケーションの 非言語情報 、情報 の を 、コミュニケー

ションにおいて 要 要 と ている た、（Richmond & McCroskey, 2003 山
2006）に ると、教員の 方 生 生 た の る 、

ジ スチ ー を 成するた の一つの方法 ると ている た、 か た ス

チ ー（posture）を取る教員 、学生に対 て理 、 的 るとい 情報を

すると ている に、 教 情報を する非言語の一つと けて

いる  
（Richmond & McCroskey, 2003 山 2006） 、教員と学生の非言語的関係 の

、非言語コミュニケーションの について、 の 要 を ている  
 教 ・学生の 的 （physical appearance） 
 ジ スチ ーと 作（gesture and movement） 
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 情行 （facial behavior） 
 行 （eye behavior） 
 行 （vocal behavior） 
 （space） 
 （touch） 
 （environment） 
 い（smell） 
 （time） 

に の の に 、「 」「 」「 言」「 」「 明」「 度と 度」「 」

ると ている  
た、（対 の） 、授業と てのとて 的 用法 、 、

の情報を 限の学生に対 て、 する と 能 ると ら、 に、コミュ

ニケーション の水 い学生た 対的に 名的 方法を と てい

る 、コミュニケーション の に 、対話 の 、 取る

におけるアイ ンティティーに する（Holstein & Gubrium, 1995 山 ・

・ 2009）との に みら る に、対 かつ一対 の の 、

る学生 言を ら た 、教 とその学生 つ 会的アイ ンティティー 、

に 、指名 た学生と の学生 つ 会的アイ ンティティー との関係を意

識する とから、学生 言を ら る と の （anxiety）を つ 能 る

た と る  
本調査に た日本の 学生（日本語 語話 ） する 学に 英語関係学

ておら 、 る学生 た英語 テスト（TOEIC、G-TELP）の

、日 の 的授業観察から 的に て、英語 のコミュニケーションに

を つ学生 い と た アバターを使用 ての 名的 方法に を

、 を する学生を と て、遠隔英会話レッスンを行い、 の

的 ・ を 、遠隔授業 の 的 システム の一 について を る

と 本 の 的 る   
 

研究  

 ー 語  

行 を 考と 、 の調査 、非言語情報を組み込 インストラクター

のアバターに、 観 背景を変化 る の 能を組み込 とに 、 の

におけるアイ ンティティーに い会話 を た （Richmond & 
McCroskey, 2003 山 2006）を 考に、教員と学生の非言語的関係 の 要 要

と ている、 教 の 的 （physical appearance）、 ジ スチ ーと 作

（gesture and movement）、 情行 （facial behavior）、 行 （eye behavior）、
行 （vocal behavior）、 （space）、 （environment）、 （time）、

を に意識 、アバターの非言語情報と て取 た  
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アバターの作成 、 本的に リーの 識 トFaceRigを使用 た FaceRig 、

PC の Web メラ を 、 ー の 情 の の を 3D キ ラクターに

る 識 ト 、 た の に ているた 、会話 習に

比較的 ていると た FaceRig に い つかの３ キ ラクター 用意 てい

る とと、 リー る とから、学習 キ ラクターを 、アバター の英会

話レッスン 能 る に キ ラクター と の を に る

とを た 、 に の 作 の 題から、 のレッスン 、 の

のレッスンと た  
た FaceRig に インストラクターと てのキ ラクターの要 る、 教 の

的 の 、 ジ スチ ーと 作（gesture and movement）、 てい か

たた 、教 のアバターに関 て 、FaceRig に LiveD2 とい トを組み込み、イ

ンストラクター のキ ラクターを作成 （ 1 ）、 に の 情 の と

に（ 2 ）、 の （hand behavior） （ 3~4 ）、学習 に か

すい KR（knowledge of Result）を非言語と て す とを試みた 1~7 の調

査 に使用 たアバターの る た、 に た

学との 学 学、 学 の を背景と て に す とに 、バーチ

・ 学を らの英会話を試行 た（ 5~6 ）、（ 、 ）

て、インストラクターの のバージョンアバター 作成 、日本 かつ日本語 語話

 

 

    
 1. ン ト ー ー 本  2. 動 ー 

 

    
 3.  ー  4.  ー
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のインストラクターとい 会的アイ ンティティーを変化 らの会話 習の試

行 行 た（ 7 ）  
（Holstein & Gubrium, 1995 山 ・ ・ 2009）に ると、対話の 、

の 、 におけるアイ ンティティーに ている 、 の情報ス

トックの 、 の に て情報を取 、そ から を組み

てると の取る に応 て変化すると ている そのた 、 の

対話 を、 する 学教員と るアイ ンティティーを つ と て

能 （ .7）と会話する とに 、会話 の 化・ 化 を 、試

行 た の る  
 

 ン  

日本の 学に 日本語 語話 の 学生 6 名（2 生 3 名、3 生 3 名）

2019 9 12 の の 3 か 、平 1 に 1 （ 30 ）の英会話レッスンを

10 11 行 た アバターを使用 ての 名的 方法に を つと

に、レッスンの の を理 、調査に て た レッスンの

インストラクターと の 取 ら 、 と のレッスン 、

方 に行 た と て 、18 22 に 行 た（ 8 ）  

    
 5. ー  . ー  

 

 
7. ー

ン ー  
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レッスン 、 識 トと て FaceRigを使用 た 、Skypeを て行 た

インストラクター PC を使用 た 、 レッスン の に PC
タブレット 、 を使用 た から 教員のアバター 、教員

から の 情 ジ スチ ー、背景 る レッスンを行 た  
Katori（2019） 使用 た CR に 、使用 との会話 をテキスト（ ）と て

する 能 組み込 ていた 、 日 PC からアク ス て会話 をダ ンロード

け ら い 、 に 識 能の の 題から、会話 の

化 行 か た そのた 、学習 そ を 的 と て使用する と

た 本調査 、Skype の イ 能を用いて、授業用 考 を に

Word イ 授業の に た た授業 に、「チ ット」を の代用と て

用 ， い レー 語 を た 会話 習 に使用 レー 語を す

ると、 た テキスト（ ） 学生の に 、学習 の 調

（self-regulation） 察（reflection）に る と た  
会話レッスンのト ック 、 の 5 6 ト ックを た会話 習と 、

5 TOEIC Speaking を 、 題 に た会話 習を行 た の会話

習 員に、 、 、 行、 、 をト ックと た会話を行い、「 行」

の 、 的に背景 を たアバターを使用 た（ 5 7 ） た hand 
behavior を使用 いレッスン 行い、 に hand behavior を使用 てのレッスン

と使用 いレッスン双方を て ら た  
3 か のレッスン 、そ の遠隔英会話レッスンに関 、 の

インタビューを行い、その について考察を行 た  
 

 

のインタビューの 、 の を た  
 

アバターとの英会話レッスン 一 か たと か  
か た 的、 的 アバター 変化するの い  
か た を る の る を て ら

 
8. 会  
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るの た 背景 教員のアバター るた 、 レッス

ンを けている に ら た  
３ か た チ ット を るの た 背景 に

る と 、 を変 る と た の 景を らの会話レッ

スン か た  
アニメ の 、アバターの を るの か た の学生を

に て いの 英語 のコミュニケーション た  
1 対 1 の に た 授業 の英語 に た  
教員 の学生を に にコミュニケーション 取 た 的に

の た  
 

アバターの非言語 について  
のレッスン に か か た 方 、アバ

ターと本 に会話 ている に た アバター のを ると（ジ

スチ ーを ると） の英語に 応 て ていると た （教員の）

の 、 アバターのキ ラクター る とに 和 か た  
か いアバター 、 方 会話を ていて い の の

英語 ているのか いのか か た キ ラクターに に

い の い  
３ アバターの 情 ジ スチ ーから、 に理 て ている、 いてい

て る に る 景 変化する と 、行 た との い の

る  
アバターに非言語情報 る方 い に会話 ている に る

か い 、その方 いてレッスンを けら る  
と会話 に る の と に

習に つと  
非言語情報を つアバターとの英会話の方 ると アバター（教

員 ）の 応 いと チ ーション ら いと  
 

３ アバターとの英会話レッスン の 題  
に い 、一度 のアバターに た 和 た 教員的 アニ

メの方 い  
の いた 、 い た PC
トの 作方法 から いの 、 に 題 ると対

か た  
３ に い 、レッスン に る 、そ 題  

に い 、 のアバター レッスンを けたか た バイスのス ッ

ク いた 、アバターを かす と か た 教員 のア
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バターの （ に 情） に た  
学 の と 、 を 理する とと、 バイスの 作

る  
学 の と 、レッスンの てい い とと、

バイス を調 け ら い と  
 

レッスン レッスン の ータ について  
に た ているの 習用の ート作成 能  
語 を て るの に た 習用 ートを作 ている  

３ 英語の レー をその るた た  
レッスンを けた テキスト ータを するの た  

語 の に た  
と に 真 るの た  

 
の教員とアバターとの英会話レッスンの らを たいか  
ケースに る 、1 対 1 アバターの方  

ら い 、アバターの方 いと  
３ 授業に る を に い アバターの方  

の アニメのアバターとの英会話レッスンを てみたい   
ら い 方を するの いと  

ている、 た アニメキ ラクターのアバターとレッ

スンを てみたい  
 

 

アバターとの英会話レッスン 、一 か たと か、に関 て

「 か た」とい を た に、 についての 、

コミュニケーション の を ていた 学生 にと て 、 の学生を

に 英語 のコミュニケーションを取 る と 「 か た」と る要 の

一つ たと る  
アバターの非言語 についての 、 非言語 を するアバター

の方 学習 の （理 て ている） チ ーションを つのに ると

の を ら た 、 の非言語の 、 ジ スチ ーと 作

（gesture and movement）の調 に 、 と の のレッスン 教

の 的 と 情行 、一 の 行 のみの非言語 行 た そのた

3 4 に に hand behavior を使用 いレッスンを行い、その hand 
behavior 景 の非言語情報を らレッスンを けた 本調査の 、レッス

ンの「 」と「 」に を る非言語 ていたと （ 5 ）、

員 、アバターに て を ていた アバターの 情 hand behavior を る
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、非言語を頻 に するアバターに すい 向 みら

た の とから の調査に関 て 、非言語情報の アバターの 会的

を る たと 考 ら る た、 非言語情報を らの英会話

、使用 か た コミュニケーション みら る た 、

の に関 て に を けてい る 、 ３と に「 」のキ

ラクターについて ている みら た 、 、 の調査を るに た 、

アバターの説明 に使用 たキ ラクターの る  
３ アバターとの英会話レッスン の 題 と て 、 の 作 と につ

いての た 会話 習 、アバターの使用を試みた いた 、 作 の

題から 情をスムー に み取る と か た にと て 題の

一 たた 、 アバター レッスン方法の 題 に関する

ら か た 、 の 的 調査において 、 の教員に る対 レッスンと

アバターとの会話レッスンとの比較において 、 用 を ら る 、 ・

方法の 要 ると る の調査に使用 たアバターに 「 」 「 」

を ける と 的に たた 、「 」 「 」 いかた のアバター

た 、 、 ３の ， の を と た いた 言語の

話 習 の 要 要 るた 、 の課題に たいと  
レッスン の ータ について 「 た」との を る と

た 本（2015）に ると、 学習エビ ンスを 的に 、指導

に 用 と た ート リ 導 つつ る 、 ータ に いとい

け 教 的意 、学習 の学習・ を 、成 を すた に 用

る と ている レッスン に使用 た レー 語・ に対する を、

ータと てチ ット 能を するとい 学習エビ ンスの 取

た 、 習用 ートを作成する ら た とから、 の 的 を

的に 用する とに 、学習 の 考のプロ スを 化 、学習 の 調 （self-
regulation） 察（reflection） に てい と 能 ると る  

の教員とアバターとの英会話レッスンの らを たいかについて 、

らか一方を ら か た 試行 た遠隔英会話レッスンを

的にするた に 、レッスン の「 」、「 度」 を する と 要

ると た 、そ に 教員と ての アイ ンティティーを つ （

い ）からの指導 要 ると た 一方、英語 のコミュニケーションに

関 て 、お いの におけるアイ ンティティーを変化 る と 能 ア

バターとのレッスンの方 、 を たら いと る ら た  
 

 

本論 、非言語情報を組み込 アバターを使用 、双方向に る遠隔英会話レッス

ンを行い、その 的 について考察を行 た 、 の教 関 、インター

ネットを 用 た遠隔授業 コンテン の 行 、 た 教 ・学習 と て
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ている 、対 の に比 、遠隔 の に ける 向

る と 、 の 的 か い と その と て ら ている  
「 的 か 」に関 ， 行 た調査 、 ・教員 に 情を

らの授業 能 た た、教員 のアバターに 非言語情報を組み込

とに 「話を いて ている」、「理 て ている」との か を学習 に

る と た の調査 、アバターの に 教 の 的 （physical 
appearance）と て、 「教員を る 観」を 用 、 3 か の試行を

た 、「教員を る 観」 、 の チ ーションとレッスンの に

たと ている に 、アバターの背景を変 る とに ，「 」と「 」

の を る 度 に する と 、遠隔授業における“Any time, Any 
place” 教 の 能 を一 試行的に する と たと考 ている た、 の

に関 て 、英語 のコミュニケーションに を つ学生 て 、アバターを

使用 ての 名的 英会話レッスンに 、比較的 に ， て る 向

て取 た らに双方向 の 、 の 学習 の 考のプロ スを 化 、

学習 の 調 （self-regulation） 察（reflection） に ら る 能 、

の遠隔英会話システム 用について一つの を る と たと る  
、アバター使用に る遠隔英会話レッスンの 的 用に向け を すと

と に る 的・ 的 を た 的 調査を行 る  
 

 

本 の に た 、 言を 、 指導 た て 学 学

平 教授に いた す た、本 の一 法 学

化 の 成を けて行 た す  
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